
令和 5 年 1 月 10 日 
関係各位

国立大学法人東京学芸大学

学 長   國 分  充

東京学芸大学主催 SSH/SGH/WWL 課題研究成果発表会 のご案内 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、本学では下記の要領で「SSH/SGH/WWL 課題研究成果発表会」を開催いたします。 

課題研究の発表機会を少しでも増やすとともに、個性豊かな生徒たちが自らの課題研究を通して交

流する場ともなればと願い企画したものです。御校におかれましてはご多用中恐縮ではございますが、

ぜひご検討いただき、課題研究成果発表会をご覧くださいますようお願い申しあげます。 

記 

1.目的

１） 生徒たちが SSH/SGH/WWL 課題研究の成果を発表し大学教員ら専門家からの評価を得ること

で、各自の課題研究を進展させる機会とする。

２） 生徒たちが主体的に発表会を運営し意見交換を行うことで、互いに知見を深め友人関係を

拡げる機会とする。

３） 高校と大学が連携して生徒たちの SSH/SGH/WWL 課題研究を支援し評価することで、育

成すべき資質・能力を見定め教育課程の改善に資する機会とする。

2.主催 国立大学法人東京学芸大学

3.日時 2023 年（令和 5 年） 2 月 23 日（祝） 12:30〜17:20

4.会場 対面を基本とし、一部オンラインでも行います。

5.内容 参加校生徒による以下の課題研究の発表

⑴ 口頭発表

⑵ ポスター発表

観覧ご希望の方は下記メールアドレスまで、お問い合わせください。

※ 連絡先 東京学芸大学附属国際中等教育学校 東京都練馬区東大泉 5-22-1 TEL:03-5905-1326

 サイエンス委員会 MAIL： ssh@tguiss.jp 



2022 年度 SSH/SGH/WWL 課題研究成果発表会のご案内

1．主催  国立大学法人 東京学芸大学

2．日時  2023 年（令和５年） 2 月 23 日（祝） 12:30～17:20（12:10 受付開始） 

3．会場 
東京学芸大学（〒184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1） 芸術館ホールおよび展示室 

4．目的 
１） 生徒たちがSSH/SGH/WWL 課題研究の成果を発表し大学教員ら専門家からの評価を得ることで、

各自の課題研究を進展させる機会とする。 
２） 生徒たちが主体的に発表会を運営し意見交換を行うことで、互いに知見を深め友人関係を拡げる

機会とする。
３） 高校と大学が連携して生徒たちの SSH/SGH/WWL 課題研究を支援し評価することで、育成すべ

き資質・能力を見定め教育課程の改善に資する機会とする。

５．実施内容 
口頭発表 ポスター発表 

参加予定数 SSH 部門・SGH/WWL 部門 
各 4 グループ程度 

SSH 部門・SGH/WWL 部門 
各 50 グループ程度 

実施形態 対面 
遠方はオンライン発表も可 

対面 
遠方はオンライン発表も可 

発表時間 発表 10 分、質疑応答 8 分 発表 5 分程度 
20 分の発表時間が各グループ 2 回ありま
す。 

発表言語 日本語or 英語 日本語or 英語 
審査 東京学芸大学教員数名による審査で、

各部門最優秀賞（1 本）、奨励賞（1 本） 
来場者による投票で、各部門優秀賞（数
本）、東京学芸大学教員数名による審査で
各部門奨励賞（数本） 
※表彰状は後日郵送

5．参加校 
東京および関東近県の SSH/SGH/WWL 指定校、東京学芸大学高校探究プロジェクト参加校など 
過去の参加校 

金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 埼玉県立浦和第一女子高等学校 
筑波大学附属駒場高等学校 筑波大学附属坂戸高等学校 
東京工業大学附属科学技術高等学校 東京都立戸山高等学校 
横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 タイ王国 PCSHSCR 
東京学芸大学附属高等学校 東京学芸大学附属国際中等教育学校 他 



6．時程 

12:10 受付開始 ※昼食は済ませてご来場ください 

12:30～12:40 開会式（主催側挨拶・全体連絡） 

12:40～14:00 口頭発表①（発表 10 分、質疑応答 8 分）×4 組程度 

14:05～14:45 ポスターセッション① 

14:50～16:10 口頭発表②（発表 10 分、質疑応答 8 分）×4 組程度 

16:15～16:55 ポスターセッション② 

17:00～17:20 講評・表彰式・閉会式 




